
　　　　　　　　　　　　　　　　

引き渡し訓練

地震・火災

※Jアラートの避難訓練は、情勢に合わせて必要に応じて実施する。

･危険箇所は担
当
　者が修理業者
　に依頼

･通学路の安全
点検

災害発生時には、危険に気づ
くことができるとともに、的
確な判断の下に、自ら安全な
行動をとることができる。

災害発生時には、自分自身
の安全だけでなく、家族な
ど身近な人々の安全にも気
配りをし行動をとることが
できる。

・毎月第１週に
実施

･地区ごとの登
下校

･生活安全、交通
安全、災害安全

○図画工作 ○安全パトロール

○家庭科

・日本国憲法
・教育基本法
・学校教育法
・学習指導要領
・小学校安全指導
  の手引き

豊かな心　豊かな学び　豊かな未来の創
造

～やさしく　かしこく　ねばりづよく
～

素直できまりを守ること
ができるが、友人につら
れて行動しやすい。

安全について自覚し、進
んで行動できる子どもに
なって欲しい。

学校生活を営むのに必要なことがらについて理解させるとともに
安全な行動ができるような態度や能力を身につける。

自ら判断し、進んで健康・安全な生活を送ることができる力を育てる

重
点
目
標

進んできまりを守り、安
全に行動できる態度や能
力を身につける。

危険に気づき、安全な行動が
できる態度や能力を育てる。

自他の安全について考
え、行動できる態度や能
力を育てる。

生
活
安
全

日常生活の安全を保つた
めに必要な事柄を理解
し、きまりを守り、安全
に行動できる。

日常生活に潜むいろいろな危
険について理解し、正しい判
断の下に安全な行動ができ
る。

･特別教室の管
理

○道徳 ○子ども連絡所

（７月・11月） ○生活科、理科 ○スクールガード

（６月） ･保健学習 ･年１回実施

水害 ･運動中の安全 　自転車、歩行

･年間４回実施 ･毎月１回

（５月） 　５カ所で実施

不審者対応 ○体育 ○交通安全教室

○安全点検 ○登下校指導 ○避難訓練 ○学級活動 ○ＰＴＡ交通指導

③保護者や地域との連携を十分深めることを通して、学校内外の安全確保に努め、事故を未然に防ぐ。

低学年             中学年　　　　　　　　　高学年

生活安全 交通安全 災害安全 学習指導 地域諸団体との連携

高学年として、リーダー
シップをとり、自他の安
全を考えて行動できる。

交
通
安
全

交通のルールがわかり、
安全な横断や歩行ができ
る。

交通安全について、どうした
らよいかを考え、安全に行動
できる。

交通事故防止の知識理解
を高め、進んで事故を防
止しようとすることがで
きる。

災
害
安
全

災害発生時には、教職員
や保護者など近くの大人
に速やかに連絡し、指示
に従うなど適切な行動が
できる。

　　　　安全教育の目標

重　点　目　標

　　　　　安全教育の重点・努力点

①地区児童会で登下校時の安全確認をし、安全・防犯に対する児童の意識を高める。

②自分の身は自分で守るという安全教育を徹底する。

（１）学校安全・防災教育全体計画

教育目標 ・児童の実態

・教師の願い
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